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自然災害発生後のがん対処法 － がん患者と介護者のための Q&A 

あなた（やあなたの大切な人）ががん患者で、自然災害により家や治療施設から避難しなければならな

くなった場合や、治療予定を変更しなければならなくなった場合には、必要ながん治療を受けることが

難しい状況になってしまいます。以下の Q&A をお読みになり、これまで通りの治療を受けるためにどう

すればよいかの参考になさってください 

■がん治療について 

Q. まず、何をするべきでしょうか？ 

A．あなたがいる一時避難所に医療従事者（医師、薬剤師、看護師など）がいる場合： 

すぐに医療従事者に相談してください。あなたが「がん」の治療中であり、医師や病院とできるだけ早

く連絡をとる必要がある旨を伝えましょう。医師のところや病院へ車などで連れていってもらわなけれ

ばならない場合は、そのことも必ず伝えましょう。 

あなたがいる一時避難所や仮設住宅地域に医療従事者（医師、薬剤師、看護師など）がいない場合： 

避難所や仮設住宅の責任者、避難先のご家庭に頼んで、最寄りの病院に連絡してもらってください。 

 

 

Q. 急を要する処置が必要になったら、どうしたらよいでしょうか？ 

A．最寄りの救急外来で、できるだけ早く治療を受けてください。 

特に以下の場合はすぐに治療を受けてください。 

 体温が 37.8 度以上のとき、あるいは 37.5 度の体温が 1 時間以上続くとき 

 寒気がしたり、汗が出るとき（発熱とともに起こることが多い） 

 傷口、手術の傷、中心静脈カテーテル等の挿入部位、皮膚（性器や肛門周囲も含む）が赤くなっ

たり、腫れたり、膿んだり、圧痛があったり、熱をもっているとき 

 今までなかった痛みが起こったり、痛みがひどくなるとき 

 副鼻腔の痛み、あるいは頭痛 

 首がこわばるとき 

 喉の痛み 

 息切れや咳 

 排尿時に痛みがあるとき、あるいは血尿や尿が濁るとき 

救急外来に着いたら、必ずあなたのがんのことを伝えましょう。その場に医師がいない場合は医師の診

察を受けられるように頼みましょう。 
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Q．どうすれば、がん治療を継続することができますか？ 

A．治療を受けていたがん専門医や病院がそばにある場合： 

停電、交通機関の寸断、自宅の損壊、診療所や治療施設の損壊で治療が中断した場合は、できるだけ早

く主治医に連絡をとり、治療継続のためにはどうしたらよいかを尋ねましょう。がんの主治医と連絡が

つかない場合は、治療を受けていた病院、近隣の救急外来あるいはかかりつけ医に連絡をとって尋ねて

ください。 

治療を受けていた地域から避難しなければならない場合： 

できるだけ早く新しいがん専門医と病院を探してください。避難所のスタッフに相談しましょう。それ

でも見つからない場合は、最寄りの地域の病院の情報窓口に相談してください。 

 

Q．抗がん剤の服用はどうしたらよいでしょうか？ 

A．あなたの手元に薬があって服用方法が分かっている場合は、そのまま服用を続けてください。薬が必

要な場合、薬がなくなってきた場合、あるいは服用方法がわからない場合には、避難所の誰かに頼んで、

薬剤師や医師と連絡をとる手助けをしてもらってください。 

 

Q. これまで受けてきたがんの治療方法や服用していた薬の名前がわからない場合はどう

すればよいでしょうか？ 

 
A. 主治医や病院に連絡できるのであれば、これまでの診療記録をあなた自身もしくは受け入れ先の医師

宛てにできるだけ早く送ってもらいましょう。診療記録は、受け入れ先の医師による迅速な治療の再開

や、必要な薬の処方において、有用な情報を提供してくれます。 

 

 

Q. 診療記録を入手できない場合、または主治医に連絡ができない場合はどうすればよいで

しょうか？ 
 

A. 治療に関して覚えていることをすべて書き出すことで、これまでの治療を受け入れ先の医師と共有で

きます。メモには以下の点を記してください。 

 

 もし知っていれば、「何がん（がんの部位）」で「何期（がんの病期またはステージ）」なのか 

 これまで受けた治療（薬物療法、放射線療法、手術など） 

 直近の治療日 

 主治医の名前と病院名 

 投与中の薬剤名（抗がん剤やその他の薬剤）。名前がわからない場合は、薬の色、大きさ、形、
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注射薬か錠剤あるいは粉薬か、服用回数などを詳しく 

 がん以外に罹っている病気や健康に関する問題点 

 

Q. 鎮痛剤や抗うつ剤を服用している場合はどうすればよいでしょうか？ 
 

A. 鎮痛剤や抗うつ剤のなかには、一気に服用を中止することで体に悪影響を及ぼすものがあります。主

治医、受け入れ先の医師、あるいは薬剤師に抗がん剤治療についての報告をする際は、必ず鎮痛剤や抗

うつ剤の服用についても報告し、服用継続について尋ねてください。現在も鎮痛剤や抗うつ剤を服用し

続けている、服用は続けているが量を減らしている、あるいは手持ちの薬がなくなっている、などにつ

いて伝えてください。薬がなくなっている場合には、何日間薬を服用していないのかを伝えてください。

また念のため、避難所の看護師やスタッフ、あるいは家族や友人には、これらの薬を服用していること

を伝えておいた方がいいでしょう。 

 

Q. いままでの主治医や病院に、いつ戻ることができますか？ 
 

A. いままでの主治医や病院に戻ろうとお考えなら、可能となった時には自宅に戻って今後の治療を受け

たい旨を受け入れ先の医師に伝えておきましょう。多くのがん治療病院で診療が再開されるようになり、

あなたが以前通っていた病院でも診療が再開されることになった時には、受け入れ先の医師があなたに

知らせてくれるはずです。なお元の病院に戻る時には診療記録のコピーを忘れずにもらってください。 

 

■生活環境と衛生状態 

 

抗がん剤治療を受けている時には、病気や感染症から身を守るために注意をしなくてはなりません。が

んの種類や治療薬によっては免疫力が落ちて、簡単に感染症にかかりやすくなります。このような状態

でないがんの患者さんもいますが、主治医から「あなたの治療では免疫力は落ちないので感染症の心配

はいりません」と言われていないかぎり、できるだけ感染に気をつけて過ごすようにしましょう。以下

の Q&A では、避難所や仮設住宅で安全に過ごすためにできることを挙げました。 

 

Q. 避難した人々に提供される予防接種やワクチンを受けるべきですか？ 
 

A. 自然災害のために、安全な水や食料が入手しにくかったり、怪我をする危険性がある場合、A 型肝炎、

B 型肝炎、破傷風の注射を勧められることがあります。これらのワクチンは安全ですし、接種は必要か

もしれませんが、接種前の問診時にがんであることを必ず伝えておきましょう。可能ならば、接種前に

主治医や現地の医師に相談してください。 

 

なお「生ワクチン」の場合は注意してください。あなたの治療経過を把握しているがん専門医が接種を

許可しないかぎり、生ワクチンの接種を受けてはいけません。生きたウイルスを成分とする生ワクチン

の接種によって、あなたの体に重篤な副反応が発現する可能性があります。また、生ワクチンの接種を

受けた人には近づかないようにしてください。 
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Q. 感染症や細菌から身を守るために、できることはなんでしょうか？ 
 

A. 自分自身を守るためにできることを、以下に示します。 

 

 できるだけ頻繁に、石鹸を使って水で手を洗いましょう。洗っている時間の目安としては、「ハッピ

ーバースデイ・トゥ・ユー」の歌を最初から歌い終わるまで、とするといいでしょう。 

 石鹸と水がない場合は、手指用のアルコール除菌剤を使用上の注意にしたがって使いましょう。 

 安全な水が入手できない場合や、その水の安全性がわからない場合には、ペットボトル製品の水か 1

分間煮沸した水を飲むようにしてください。もちろん飲む前には冷やしても大丈夫です。 

 食料品のなかには、害を及ぼすおそれのある細菌を含んでいる可能性があります。肉は十分に加熱

し、果物や野菜は安全な水で十分に洗っていることを確認してください。室温で 2 時間以上放置さ

れた調理済みの食品を食べてはいけません。避難所や仮設住宅にいる間に摂取してはいけない食料

品があるかどうかを、かならず現地の医師に尋ねてください。 

 医師からとくに忠告がない限り、切り傷や創傷は清潔にしてバンドエイドで覆ってください。もし

抗菌剤入りの塗り薬を持っていたら、それを塗ってください。 

 可能ならば、できるだけ頻繁に入浴したりシャワーを浴びるようにしてください。また可能な限り、

清潔なタオルを使用するようにしてください。 

 歯ブラシや洗っていない食器を他人と共有してはいけません。 

 

Q. 避難所や仮設住宅で、他の人々と別にしてもらうように頼むべきですか？「特別な支援」

を行っている避難所への移動を頼むべきですか？ 
 

A. 災害が起こる前は、おそらく他の人々に囲まれて過ごしていたでしょう。ですから、細菌を避けて、

病気の人から離れていれば、他の人々と一緒に生活しても大丈夫です。 

 

特別な支援を行っている避難所ではよりよい医療が受けられることを耳にするかもしれませんが、そこ

に入ることができなくても安心してください。自分自身で気をつけて、医師の指示に従っていれば心配

しなくても大丈夫です。 

 

 

■チームオンコロジー.COM(http://www.teamoncology.com/)の一般向け掲示板で、地震被災地の

がん患者さんとその家族に限り、メディカルアドバイスをさせていただきます。どうぞご

利用ください。 
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